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月
14
・
15
日
に
洞
爺
湖
消
防
団

　
　
第
１
・
２
分
団
の
女
性
団
員
と

洞
爺
湖
消
防
署
員
で
本
町
地
区
の
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
防

火
査
察
を
行
い
、
寒
さ
が
厳
し
く
な

る
こ
の
季
節
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
恋
し

く
な
る
こ
と
か
ら
、
火
の
用
心
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
団
員
の
ソ
フ
ト
な
対

応
に
、
高
齢
者
か
ら
は
防
火
に
関
し

た
相
談
や
、
日
ご
ろ
の
自
分
の
こ
と

を
話
し
、
女
性
団
員
は
優
し
く
対
応

し
て
お
り
ま
し
た
。
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要
で
す
。

　
以
上
、
放
火
さ
れ
な
い
た
め
に
、

「
手
間
」
と
「
人
目
」
を
か
け
、
放

火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

　
　
火
火
災
の
防
止
の
基
本
は
「
放

　
　
火
さ
れ
な
い
、
放
火
さ
せ
な
い
、

放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ

な
い
」
こ
と
で
す
。
放
火
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
放
火

対
策
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

★
建
物
に
放
火
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
見

　
る
と
、
建
物
外
周
部
、
倉
庫
・
物

　
置
、
車
庫
、
共
同
住
宅
等
の
玄
関

　
や
階
段
室
等
の
共
用
部
分
な
ど
、

　
侵
入
さ
れ
や
す
い
場
所
や
人
け
の

　
な
い
暗
が
り
で
の
放
火
が
目
立
ち

　
ま
す
。
施
錠
管
理
を
徹
底
し
、
外

　
部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

★
照
明
器
具
の
設
置
等
に
よ
り
暗
が

　
り
を
な
く
し
、
放
火
さ
れ
な
い
環

　
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

★
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を

　
放
置
せ
ず
に
、
整
理
整
頓
し
ま
し

　
ょ
う
。

★
空
き
家
な
ど
も
放
火
さ
れ
や
す
い

　
所
な
の
で
、
敷
地
の
侵
入
を
防
ぐ

　
た
め
の
囲
い
の
設
置
や
、
電
気
・

　
ガ
ス
の
遮
断
等
を
行
う
こ
と
が
必

放

10
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
35
件

消
防
だ
よ
り

12
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

建
物
に
対
す
る

　
　
　
放
火
防
止
対
策

10 洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

２･

３
年
生
が
消
防
施
設
見
学

　
　
月
23
日（
火
）、
洞
爺
湖
温
泉
小

　
　
学
校
３
年
生
12
人
が
洞
爺
湖
消

防
署
温
泉
分
署
へ
社
会
科
学
習
で
施

設
見
学
に
来
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
町
の
消
防
の
活
動
や
通

信
装
置
・
消
防
車
・
救
急
車
な
ど
消

防
施
設
の
説
明
を
真
剣
に
メ
モ
を
と

り
、
ま
た
、
実
際
に
機

械
器
具
に
触
れ
、
消
防

の
仕
事
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
９
月
19
日（
水
）に
は
、

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
２

年
生
11
人
が
図
工
授
業

の
た
め
温
泉
分
署
に
来

て
消
防
車
の
写
生
会
を

行
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
先
生
の
指
導
の
も

と
、
複
雑
な
形
の
消
防

車
を
画
用
紙
い
っ
ぱ
い

に
描
き
ま
し
た
。

11 一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

　
　
　
　
　
　
火
の
用
心

　
　
月
12
・
13
日
の
両
日
の
西
胆
振

　
　
消
防
組
合
洞
爺
湖
消
防
署
管
内

の
職
員
約
50
名
が
、
豊
浦
支
署
に
集

結
し
、
同
支
署
に
併
設
す
る
救
助
訓

練
施
設
を
使
用
し
て
、
高
層
建
物
か

ら
の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
活
動
と
、

逃
げ
遅
れ
な
ど
に
対
す
る
人
命
救
出

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
火
災
建
物
に
最
も
近
い

所
属
の
先
着
隊
と
、
各
所
属
の
応
援

隊
と
の
連
携
し
た
消
火
活
動
指
揮
命

令
等
の
確
認
に
重
点
を
置
い
た
も
の

で
あ
り
、
寒
さ
の
中
全
職
員
が
本
番

さ
な
が
ら
に
真
剣
な
態
度
で
、
体
中

熱
気
で
心
地
よ
い
汗
を
か
い
て
お
り

ま
し
た
。

11 高
層
建
物
の
火
災

　
　
　
　
　
防
ぎ
ょ
訓
練

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」

施設見学に訪れた温泉小の児童ら施設見学に訪れた温泉小の児童ら

高層建物の火災防ぎょ訓練をする職員ら高層建物の火災防ぎょ訓練をする職員ら


